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夢ち我ベジの
収穫体験

0可 野ヽ路農園クラプ

0あ した農場 く趨
まち☆ベジを

矢 口 る

e萩生田牧場 く

子どもたちに食の大切さを知つてもらいたいという
思いでさまざまな活動をしています。誰でも参力8で
きる収穫体験イベントでは、自然豊かな畑で季節の

野菜を親子で収穫できます。

0あ お`るリファーム
森に囲まれた畑で季節の野菜を収穫
したら、炊き込みご飯や鉄板燒き、

夏には流しそう

めんなど、日舎

体験を満喫 !

0農業研修農場収穫体験く
BJ田 市の農業研修を卒業した修了生が

作つた、夏野菜やサツマイモの収穫を体

験できます。スタッ

フが道具の使い方や

収穫の仕方を教えて

くれます。

「ヨリドコ小野路宿」の中にある古

民家カフェ。お燭腱倒権野菜などの

こだわり素材を、そのE]ごとの店主

たちが個性豊かなメニューに仕上げ

ます。ランチは数量限定なので事前
の電話確認がおすすめです。

きち☆ベジを

畑で食べごろの野菜を案内してもらいな
がらその場で収穫できるガイドツアーの
ほか、体験農園として区画貸しもしてい

ます。誰でも気軽に参加できるイベント
も不定期開催。

小野路宿里山交流館

江戸～明治時代に栄えた旅籠を改修

した観光施設。物産販売コーナーに

は小野路町産の野菜や、手づくりの
スイーツなどが並び、交流スペース

では小野路町産小麦の「小野路うど

ん」を堪能できます。

黒毛不[牛を育てる萩生閣牧場が

年に 6日開催する「食育プログ
ラム」で、畜産について学ぺます。
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ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
里
山

「小
野
路
町
」
で

の

う町
田
市
の
北
部
に
位
置
す
る
小
野
路
町
は

江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
「に
ほ
ん

の
里
１
０
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選
」
に
も
選
ば
れ
た
自
然
豊
か

な
里
山
が
広
が
る
地
域
。
１
０
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
小
野
神
社
や
鎌
倉
古
道
な
ど
、

数
々
の
歴
史
ス
ボ
ッ
ト
が
点
在
し
、
代
々
続
く

農
家
も
多
い
エ
リ
ア
で
す
。

谷
戸
や
山
間
部
に
は
町
田
市
の
研
修
農
場
を

は
じ
め
と
す
る
畑
が
広
が
り
、
収
穫
体
験
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
竹
林
保
全
活
動
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な

「農
活
」
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ツ
ト
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
自
然
と
歴
史
□

マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
、
親
子
で

「農
さ
ん
ぽ
」

を
満
喫
で
き
ま
す
。
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“
、
ロ

ト， 竹をテーマにみんなで楽しむことを目的に

活動している「小野路竹倶楽部」。竹林整備

をベースに、切り出した竹を使つたさまざ

まなイベントを企画しています。

慟 r  fc

兵未t担

一

■一漁

丁
エ
一　

ャ′）

静糸口 かFoRぃ 合わせl夢
小野路竹保業部 HPヘ

文ヽイ

（
　

・■ ハ
　
ャエ く丈

'

Jヽ野路公谷ど'

ムゲ

竹林やk81ニ ／
導

k

ポぜξとるλ

プ ロ

|く

ゝ

甘

k
々益時の
で

ま
〔
　
“

葛

'ヽ,'手

小野望8町いTTをイ吏ぅ

手つ
°
(Ч スィーッ

0 日
Jヽ野雑

療|ぐ たの

A難凛 竹を輛
｀4した千′ザ

t奏酪させた堆R8ぜ
循環農業6輪t
広がってtま 言

t泰 し守′し」t書 >
いヽ 吟
「昔段r

ゎ
尊
路
争
蒼
の
竹

ユ
０
０

％

ぜ
ル
ぜ
ｉ
ｔ

メ
ン
マ
作
Ч
に
各
施
‥

ぐ0い鶴 ゼ猟強1:なぅてt

′
J｀晨黎4部にF■専として[ど

‐
甘

①

竹
ｔ
切
Ч
出
守

′
Iヽ野!8う どん

趨 静
議
金
―

Rコhitる こoffee 竹嵌ぶ
~Iし

まち☆ベジを

③ れでようヽった竹に塩をま′g甘

こい後Iど工場ぞイ士上Iギま言
2

ヽ
ぉ

′
か・■

kitchenと まりぎ

3食べるパ
'―
千キン茂

ラツ千7,― ト
聖Lとク・ツキ~(竹

演ィ
1) 買 う

② 庚tむい宅OTで■ット
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畑
け      しんせん

が近い=新鮮♪

食ぺ物がみんなの食卓に届

くまで時間がかかればその

ぶん鮮度は落ち、あ`いしさ

t失われます。朝に収穫し

てその日のうちに店頭に並

ぶことが多い「まち☆ペジ」

なら、いつでも採れたての

おいしさを楽しめます。

ねぎ
11月～ 6月

S
元気しししおま

，
日
Ｅ
Ｂ

ぅ

肖
士
り
ｏ
こ
と，

まち☆ベジtよ町圏で暮らす人と相性G00Dl

「四里四方に病なじ」ということわざがあります。自分が暮

らしている地域で作られた作物を食ぺていれ l」:元気でにヽられ

るとぃぅき躁です。人の体 l」:住んでいる土地の風土や環境と

密接に関係していて、同じ土地で環境に適応 して育つ作物 l」:、

モこに暮らす人の体に合つていると言われています。

かんきょう

まち☆ベジlよ環境にや亡しい♪

指豊比から遠い場所で作られた作物は長い諧能を表若癌
や自動車で糧ばれるため、亀課越楼々との僚歯とされる
温室効果力'スを大量に排出することになります。鶏Fと ぁヽ
店の距離が近 (ヽ「まち☆ペツ」を食べることで、環境への

負担軽減につながりSDGsに貢験できます。

諜 lilil!ii llI
は】首蓬研i螢
踵

【SDGsと 193か国
が 2016年 から2030年 の¬5

年間で達成するために掲げた 17

の細 ポ1鍔粥菖絲 す。
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ごといも
10月～ 3月 4 たけのこ

4月～ 5月

いんげん
7月

う

3月

しゅんぎく
11月～ 3月

かぷ
10月～ 5月

ンクラメン
11月～ 1月

なす
6月～ 11月

キャバツ
10月～ 7月

プロッコリー
11月～4月

まち☆ベジ

香夏献弩
町田市では1年を通して
さまざまな農産物が

作られています●
′ヽ :テ

通年

りも
にんじん
ほぼ通年

じやがいも
11月～ 12月

しいたけ (秋 )
10月～ 11月

はくさい
10月～ 2月

だいこん
10月～ 5月

こまつな
ほぼ通年

Φ
しいたけ (春 )
5月～ 5月

かぼちゃ
7月～8月

たまと
通年

いうと
4月～ 5月

トマト

5月～3月

たまねぎ
6月～ 8月

゛
ほうれんそう
10月～ 5月

, 0
η

●
じやがいも (新 )
6月～ 7月

さつまいも
9月～ 12月

えだまめ
7月～9月

▲ く
7月～ Φ

かき
10月～ 11月 おピーマン

7月～ 11月

とiごう
10月ヽ 1月 ■

ブルーベリー

Ⅲ，
穣 しょうが

7月～9月 ししとう
7月～ 9月

きゅうつ
6月～ 9月

すいか
8月17

9月～ 10月 舒
%9月 16


